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留意点

住民の多様なニーズに対応した母子保健サービスを提供できるための
能力を養うとともに、他職種と連携・協働しながら地域の母子保健を推進
するための能力を養う内容とする。

助産業務の管理及び助産所の運営の基本を学ぶ内容とする。
周産期における医療安全の確保と医療事故への対応について学ぶ内
容とする。

 臨地実習 助産診断・技術学、地域母子保健及び助産管理の実習を含むものとす
る。

看護師等養成所の運営に関する指導要領について（抜粋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平一三・一・五　　健政発　五）　（最終改正　平二一・二・一九）

教育内容

 基礎助産学

 地域母子保健
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別表２　助産師教育の基本的考え方、留意点等

 助産診断・技術学 助産過程の展開に必要な助産技術を確実に修得するために演習等の
充実を図り、助産の実践に必要な基本的技術を強化する内容とする。
妊婦・じょく婦・新生児の健康状態に関するアセスメント及びそれに基づく
支援を強化する内容とする。
妊産婦の主体性を尊重した出産を支援する能力を養う内容とする。

6 女性の生涯を通じて、性と生殖に焦点を当てて支援する活動である助産
の基礎について学ぶ内容とする。
生命倫理、乳幼児の成長発達等を強化する内容とする。
母性・父性を育むことを支援する能力を養う内容とし、また家族の心理・
社会学的側面を強化した内容とする。
チーム医療や関係機関との調整・連携について学ぶ内容とする。

単位数

　安心して子どもを産み育てるために、他職種と連携・協働しながら、個人及び社会にとって必要な地域
の社会資源の活用や調整を行える能力を養う。

教育の基本的考え方

　妊産じょく婦及び胎児・新生児の健康水準を診断し、妊娠・出産・産じょくが自然で安全に経過し、育児
を主体的に行えるよう支援できる能力を養う。

　女性の一生における性と生殖をめぐる健康に関する課題への支援ができる能力を養う。

総　計
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23 ７６５時間以上の講義・実習等を行うものとする。

 助産管理

分べんの取扱いの実習については、分べんの自然な経過を理解するた
め、助産師又は医師の監督の下に、学生1人につき正常産を10回程度
直接取扱うことを目安とする。取り扱う分べんは、原則として正期産・経
腟分べん・頭位単胎とし、分べん第１期から第３期終了より２時間までと
する。
実習期間中に妊娠中期から産後１ヶ月まで継続して受け持つ実習を１例
以上行う。
妊娠期や産じょく期・新生児期のアセスメントや支援を行う能力を強化す
る実習を含む内容とする。
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　 助産学実習 9
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